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アブランドを積極的に展開、現在に至っている。
　平成 12 年に ISO9001 認証取得、平成 17 年に一般酒類小売業免許を取得、
また平成 18 年には、ぬいぐるみとお菓子にメッセージを付けてお届けする
キャンディグラムという新ビジネスをスタートし、それに伴い特定信書便事
業３号役務の認可を受ける。平成 21 年 5 月には、現会長西川雅夫が業界を
通じての社会貢献が認められ、黄綬褒章を受章。皇居（豊明殿）へ参内のう
え天皇陛下に拝謁の栄を賜る。平成 22 年１月には橋下府知事より「大阪も
のづくり優良企業賞 2009」を受賞した。平成 24 年には創業 80 周年を迎えた。
平成 29 年には創業 85 周年を迎える。

②第1分科会
　 「高校生のための起業教育ワークブック」活用のためのワークショップ

大阪商業大学 総合経営学部商学科 准教授
起業教育委員会　委員　中嶋 嘉孝
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ワーク
テーマ『自動車を保有せず借りる方法を考えてみよう』

　　軸は参考例

ワークの狙い
　自分の出したアイディアについて、存在するものとの違いを明確にする
ワークです。これはと思ったアイディアでもどこかに、存在するケースは多々
あります。ここでは今あるものとの違いを出す「差別化」ポイントの発見を
目指します。

ワークでのポイント
　この図（ポジショニングマップ）の中にある縦・横の軸についていろいろ
なものを考えていきましょう。この軸は、使う人がモノやコトを選択する基
準であり、時と場合によって様々なものが考えられます。これらの基準をも
とに軸を作成し、図の中で自分のアイディアと存在するものを明記していき
ます。この図によって、存在するものとどのように違うのかを改めて知り、
差別化する方法を考えることが、新しいアイディアの新しさの強調につなが
り、アピールポイントも明確になるでしょう。

起業教育に関する実践報告

はじめに
　指宿市立指宿商業高等学校は１学年５学級 200 人、全校生徒約 600 人が在
籍する創立 70 周年を迎える商業科の専門高校です。「和敬・奉仕・根性」の
校訓のもと、資格取得や部活動の活性化・ビジネス教育の実践に取り組んで
います。

　平成 24 年４月に、全校生徒 590 人が資金を出し「株式会社指商」を設立
しました。高等学校が会社登記するのは全国初の取り組みです。株式会社指
商の設立理念は、利益を上げ、利益を地域に還元することです。
　生徒は入学すると 1,000 円を出資し株主となり、卒業時に株主でなくなり
1,000 円が返ってきます。株式会社としては定時株主総会で株式の譲渡とい
う形で承認を得ます。在学中株主として、学校で学ぶ商業教育の知識や技術
を株式会社で実践しています。
　このように設立された「株式会社指商」の第３期の教育活動を紹介いたし
ます。

４.  起業教育に関する実践報告

未来を興せ株式会社指商

指宿市立指宿商業高等学校　教諭　國料良恵


